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１．学修成果の可視化をめぐる論点

２．学修成果の可視化に関する国際的な議論

（1）国際的な議論の観点と日本の特徴

（2）質保証の国際的連携

ー学修成果および評価に対する取り組み

ー学位資格認証をめぐる協定・規約

ー多国間の共通質保証基準

（3）国際通用性と国内の質保証の連動ーASEANおよびマレーシアの事例ー

３．大学院における教育研究の国際通用性のある質保証に向けて

発表の流れ
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⚫文部科学省（2019）「2040年に向けた高等教育のグランドデ ザイン」における学修成果
の可視化についての指摘

学修成果の可視化をめぐる議論
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〇学生の学修成果に関する情報や大学全体の教育成果に関する情報を的確に把握・測定
〇各大学が地域社会や産業界等の大学の外部からの声や期待を意識し、積極的に説明責任を果たしていく。
〇大学全体の教育成果の可視化や教学に係る取組状況等の大学教育の質の向上に関する情報の把握・公表
○学生の学修成果や大学全体の教育成果の可視化に関する情報、教学に係る取組状況等の大学教育の質に
関する情報について、情報公表を促進する。

学修成果＝教育成果の可視化
【参考①】
・単位の取得状況、学位の取得状況、進路の決定状況等の卒業後の状況（進学率や就職率など）、
学修時間、学生の成長実感・満足度、学生の学修に対する意欲等（大学教育の質に関する情報）

・入学者選抜の状況、修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年率、中途退学率、教員一人当たりの
学生数、学事暦の柔軟化の状況、履修単位の登録上限設定の状況、授業の方法や内容・授業計画（シラ
バスの内容）、早期卒業や大学院への飛び入学の状況、FD・SDの実施状況等

学修成果の把握や活用、公表
【参考②】
・アセスメントテストの結果
TOEICやTOEFL等の学外試験のスコア、資格取得や受賞、表彰歴等の状況、
卒業論文・卒業研究の水準、留学率、卒業生に対する評価等（大学教育の質に関する情報）

・ナンバリングの実施状況、履修系統図の活用状況、GPAの活用状況、IRの整備状況、教員の業績評価の状況
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日本経済団体連合会（2025）
「2040年を見据えた教育改革ー個の主体性を活かし持続可能な未来を築くー」

5
出典：日本経済団体連合会「2040年を見据えた教育改革～個の主体性を活かし持続可能な未来を築く～」2025年2月 5



文出典：中教審大学分科会大学院部会（第121回）（R7.11.11）「大学院における質向上・質保証システムの現状と論点について」
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学修成果の可視化をめぐる論点

１．制度としての質保証

設置基準への適合性

教育・研究指導をめぐる環境整備

２．学修歴証明の可視化

３．学修活動の内容・目標及びその結果（伸長度）の可視化

学生、修了者の学びや教育研究活動の評価に関するもの

４．学修成果と国際通用性のある質保証
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⚫ 大学の評価や質保証と「国際」に関わる議論には、２つの観点がある。（米澤、2020）

１）ある国の高等教育における評価や質保証のあり方が「国際的」な水準を満たしている

かどうか。

２）評価や質保証のあり方が、学習者の国際移動や国境を越えた高等教育の展開に結びつ

いているかどうか。

国際的な議論をめぐる日本の特徴

日本では１）についての議論は多い。しかし、水準を満たしていることが学習者の国際移動（受け
入れ、送り出し）や国境を越えた高等教育の展開に結びついているとは必ずしもいえない。

国際通用性を考慮することが、人材育成・確保を含めた人材の流動性にどうつながるか。

特に大学院における教育研究活動には国際高等教育との連携が不可欠。

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

（注）米澤彰純「高等教育質保証の国際的連携ー世界のダイナミズムの下で日本が経験したことー」『高等教育研究』第23集、2020年、141-162頁。

高等教育の質保証と国際的な議論の観点
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学修成果および評価に対する取り組み例

〇OECDの批判的思考力と創造性に関する高等教育の学修成果の

可視化プロジェクト（2019-2023）

〇アメリカ大学協会（AAC＆U）によって開発された大学の学修

評価のための16のバリュー・ルーブリック– アメリカのリベラル

アーツ教育のための学修評価研究

〇大学のIRやプログラム・授業における評価

国際通用性との関係でこれらの学修成果および評価の取り組みを

どのように考えるか 9



10



11



共通質保証基準

ーアジアにおける大学間交流の質の高い連携促進に向けてー

「キャンパス・アジア共通質保証プロジェクト」の一環として、日中韓三か国の

質保証機関が協働して策定

中国教育部教育質評価センター（中国）

韓国大学教育協議会（韓国）

大学改革支援・学位授与機構（日本）

共通質保証基準は基本原則及び以下の基準１～８で構成。

大学間交流プログラムの自律的・継続的な質保証・向上の取組への活用が期待される。

特に内部質保証における国際通用性を意識する必要性。 12
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日本における教育資格枠組み（NQF） 18

【目的】学位や資格を、国家による公式な認定制度の枠組み内で

レベル分けするもの。学習の達成水準や技能の難易度を

分類し可視化することによって、学位・資格の透明性を

高め、比較を容易にする。

【日本のNQF】】大学改革支援・学位授与機構が開発。

中央教育審議会の審議（大学分科会（第181回）、高等

教育の在り方に関する特別部会（第15回）合同会議、

生涯学習分科会（第133回））を経て、文部科学省に

よって2025年に認められた。

この枠組みを国際通用性をもつものとして、海外の資格

枠組みとどのように連動させ、かつ内部質保証との関連

性も持たせるか。
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日本学術会議による提言「わが国の経営学大学院における教育

研究の国際通用性のある質保証に向けて」のポイント

出典：日本学術会議経営学委員会 ：経営学大学院における認証評価の国際通用性に関する分科会「提言： わが国の経営学大学院における教育研究の 国際通用性の

ある質保証に向けて」2020年9月
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学修成果の可視化を大学院レベルで考える上での課題

１．学習成果の可視化の論点をふまえ、制度としての質保証、学修歴証明の可視化、

学修活動の内容・目標及びその結果（伸長度）の可視化、学修成果と国際通用性の

各観点から質保証・質向上を考えること。

２．学部以上に、大学院では国際高等教育の展開を視野にいれた人材育成が重視される。

特に内部質保証において国際通用性をどのように担保するか。

３．日本における評価を、国際的に信頼性・通用性のある制度として確立する必要性。

○ 各大学の独自性を尊重しつつ、国際的通用性のある共通基準を考慮する必要性。

○ グローバル化が急速に進展する中で、国際的基準をどこにおくか？

○ 留学生や研究者の人材流動に寄与する国際的通用性を考慮する必要性。
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